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 地域医療の現場から 

 

 
 

 

 

 

人輝く温もりの都市(まち)やまが 

山鹿市は、熊本県の北部に位置し、北は福岡県と大分県、東は菊池市、南は熊本市と玉

東町、西は和水町にそれぞれ境を接しています。気候は平均気温が16℃前後と比較的温暖

であり、本市中央部を東から西へ貫流する菊池川とその支流である岩野川、上内田川が市

の基幹産業である農業を潤しています。また、菊池川流域を中心とした平坦地では、田園

地帯が広がり、その中心部に市街地をなして幹線道路が放射線状に発達しています。市の

中央を南北に国道3号、東西に国道325号、443号などが走り、その結節点となる市街地は、

地域交通のアクセス拠点となっています。 

また、良質な山鹿温泉帯は千年以上の歴史をもち、夏の風物詩「山鹿灯籠まつり」、ほの

かなロウソクの灯りがゆらりゆらりと幻想的な雰囲気に心打たれる「冬の百華百彩」、江

戸時代の伝統を受け継ぐ芝居小屋「八千代座」、さらには「チブサン古墳」に代表される装

飾古墳群など、恵まれた自然環境と豊富な温泉資源、観光資源を有する田園都市として古

くから栄えてきました。特に、温泉資源は、さくら湯をはじめ多くの泉源が市民に親しま

れるとともに、近年では、大手情報サービス業者の調査による「人気温泉地ランキング2012」

において、旅行客の満足度ランキングで全国4位に輝いた『山鹿温泉・平山温泉』があり、

豊前街道や菊池往還沿いの古い商家の町並み等とともに、四季折々の観光を全国から足を

運んでいただく皆さま方に楽しんでいただいています。 

 

「地域住民の生命(いのち)と健康

への貢献」を基本理念として 

山鹿市民医療センター 事務部長 荒木 隆  

 病院の概要  

○設立年月：昭和 23 年 8 月 

○許可病床数：201 床（感染症 4 床）

○入院基本料：7 対 1 

○職員数：210 人 

（医師 21人、看護師 147人）

(下)冬の百華百彩。八千代座界隈などが竹灯籠や和傘で彩られ、八千代座

では山鹿太鼓や灯籠踊りなどの催しがある。（右）豊前街道の町並み 
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「市民に親しまれ、開かれ、信頼される病院」を目指して 

山鹿市民医療センターは、昭和 23 年 8 月 1 日に山鹿町国民健康保険組合診療所として開

設されました。昭和 25 年には国民健康保険山鹿病院と改称し、昭和 29 年の市政施行によ

り国民健康保険山鹿市立病院とし、昭和 39 年からは山鹿市立病院に改めました。 

また、経営健全化を目指し平成 22 年 4 月 1 日から地方公営企業法全部適用に移行すると

ともに、さらに、市民に親しまれ、開かれ、信頼される病院を目指して、新病院のグラン

ドオープンを契機として、平成 23 年 4 月 1 日から「山鹿市民医療センター」と改称し現在

に至っています。開設以来、地域医療の中核病院としての役割を認識し機能の強化充実に

努めているところです。 

 

地域医療連携の推進と救急医療体制の充実強化 

地域医療連携については、鹿本郡市医師会様、山鹿市歯科医師会様及び山鹿・植木地区

薬剤師会様の多大なご支援のもと、平成 21 年 7 月に開放型病院運営協議会を立ち上げ、こ

れまで 92 名の開業医等の先生方に登録いただき医療連携に努めているところです。また、

医療連携にかかる活動として、開放型病院広報誌「つばさ」の発行、登録医と当センター

主治医との共同診療、大型医療機器の共同利用、地域医療従事者共同研修を実施している

ところであり、登録医等が出席される開放型病院運営協議会総会もこれまで 5 回開催し、

医療連携にかかる実績報告をはじめ意見交換等を実施し、さらなる医療連携の推進に努め

ています。 

  

  

がん診療の拠点病院を目指して 

平成 22 年 11 月に地域医療支援病院として熊本県から認定されたところですが、平成 24

年 4 月から新たに終末期医療として緩和ケア病棟 14 床を開棟し、地域におけるがん診療の

拠点病院としての機能強化を図ることとしています。 

今後とも、地域住民の生命と健康への貢献に職員一丸となって努めてまいります。 

 

 

開放型病院運営協議会総会を開催

して、医療連携の推進に努めている

山鹿灯籠踊り 湯の端公園のあし湯

開放型病院広報誌「つばさ」 


